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積水化学グループの事業展開
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「環境」は経営に付随するものではなく、事業に直結した経営の中心

理念体系

積水化学グループのCSR経営

グループビジョンの実現新ＣＳＲ概念図

「リスクマネジメント」は意思決定の基盤となる「ガバナンス」の要
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積水化学グループの環境⻑期ビジョン

「SEKISUI環境サステナブルビジョン2030」
〜“ 生物多様性が保全された地球”の実現に向けて 〜
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環境経営の推進体制

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト リスク連絡会：

リスクが想定される各部
署のリーダーが参加
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Unknown Risk

想定外

外部リスク

地震、テロ、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｳｨﾙｽ・・・

非財務リスク

リコール隠し、独禁法違反、など

リスクマネジメントの範囲

コンプライアンス上のリスク

内部リスク

事務ミス、システム障害、など

会社法の内部統制

財務リスク

粉飾決算、など

金融商品取引法による内部統制

5

参照： 國廣正
（それでも企業不祥事が
起こる理由）

積水化学グループのリスクマネジメント

気候変動
によるリスク
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外部リスク
戦略、
財務
リスク

業務リスク

政治

経済

社会

自然
災害

品質

経理

人事
法務

財務

環境

企業リスク

購買

気候変動によって、リスクが高まる項目がある
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外部リスク
戦略、
財務
リスク

業務リスク

政治

経済

社会

自然
災害

品質

経理

人事
法務

財務

環境

気候変動によって高まる製造業のリスク

・環境法改正
・環境規制強化

・原材料高騰

・伝染病
蔓延

・水害、台風の増加

・関連情報の
把握と公開要請
の高まり

・供給責任維持
の難航

・二次災害での被害
（⽕災、漏えい）

・人材、工数確保

・投資価値
の下落

・市場ニーズ
変化

購買
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気候変動（特に温度上昇）により⽣じるリスク

社会や環境にさまざまな影響が⽣じるリスクの可能性
A：暑熱や洪⽔など異常気象による被害が増加
B: サンゴ礁や北極の海氷などのシステムに⾼いリスク、

マラリアなど熱帯の感染症の拡大
C：作物の生産⾼が地域的に減少する
D：利⽤可能な⽔が減少する
E: 広い範囲で生物多様性の損失が起きる
F: 大規模に氷床に消失し海面⽔位が上昇
G: 多くの種の絶滅リスク、世界の⾷糧生産が危険に

さらされるリスク
公益財団法⼈世界⾃然保護基⾦ジャパン（WWFジャパン）

明らかになる気候変
動リスクやその傾向か
ら企業リスクとの
相関を考え、絶えず
⾒直しが必要
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リスクに対する取組み１－自然災害リスク

● 気候変動による洪水や崖崩れ等の自然災害多発による被害発生

事業所の防災対策の強化、
生産拠点の分散要

● エリア顧客の喪失

・人 （怪我、死亡事故誘引 ⇒ 人財の一時的、永久的な損失）
・モノ（製造ライン・物品倉庫の破壊 ⇒ 生産・供給停止）
・⾦ （製品、建物価値の喪失 ⇒ 再生産、復旧）

リスク回避・予防策

・洪水多発エリアでの対策強化
・・＞ 対策費用の増加

災害に備えた調達、生産、物流体制の整備
・・＞製品の供給責任の維持、

事業存続・拡大

チャンスへの転換

この段階ではまだ経費増のデメリット こうなると⻑期的なメリットが増加

エリアの災害耐性向上への貢献
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リスクに対する取組み２－原材料調達リスク

● 環境の変化、劣化による水や鉱物資源の調達の不安定化

● ニーズの変化に伴う競争激化による価格高騰

バイオエタノー
ル生産

農業用肥料に
使用される
資源の需要増加

他用途に
使用される
資源の不⾜

価格高騰
生産⾒合わせ

リスク回避・予防策

・原料サプライチェーンのリスク評価
による再選定、原料供給先の分散

（購買体制⾒直し）
・・＞コストメリット減少

・代替資源・代替材料の検討、開発
・・＞開発工数の増加

例）新しいニーズ：地球温暖化抑制のため、再生エネルギー需要の高まり

チャンスへの転換

新たな視点による材料代替、
拠点の⾒直し

・・＞イノベーション、変革の後押し
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リスクに対する取組み３－規制・法的責任リスク

● 自然資本の使用を制限する規制や使用料⾦の発生

● 生態系サービスを失う地域社会が起こす訴訟の増加

規制
強化

対応に必要な
人、モノ、⾦
の増加

生産制限、
対応までの
時間要

利益の減少

事業チャンスの
減少、事業開始時
期の遅延

・規制になる前の社会事象の認識と
⻑期目線での対策実施
・・＞現状利益には反映されず

・規制情報の早期把握と的確な対応
・・＞最小コストにはなるがコストはかかる

リスク回避・予防策 チャンスへの転換

中⻑期的に社会・環境⾯で求めら
れる事柄の⾒極め

・・＞企画・開発の初期段階からの対処
対応の迅速化による優位性確保
新しいビジネスの創出
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チャンスへの転換に必要なコト

◆気候変動によって生じる
事象の正確な把握

地域別、変化の確率、影響の大小・・・

◆早期対処、最大効果
のための連携

事象の相関の理解、連携を円滑にする
仕組みづくり・・・

チャンスへの転換が困難な理由 チャンスへの転換に必要なコト

・不確実な事象に対して
どのレベルまで対応する必要が
あるのか⾒えにくい

（規制なしだと目標が定めにくい）

・対応は一義的ではない
（エリアに応じて影響が異なり、
対処の仕⽅が異なる）

・多様な関係者の連携、協⼒が必要
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気候変動に適応するビジネスの創出と拡大

気候変動に適応するビジネスとは
＝温暖化と共存する暮らしの快適化、 多発する災害を未然に防ぐ（防災）、
災害時の被害を軽減（減災）、エリア貢献（気候変動分布の変化）など

暮らしの
快適化

住宅、建築物、
⾞両、鉄道、航
空機・・etc.

用途

機能
展開

遮熱、ヒートア
イランド抑制

防災・減災

住宅、建築物、⾞両、
インフラ
・・etc.

高剛性、
耐震性、
耐水性、
高耐久性、
耐火性

エリア貢献

住宅、街、
エリア
⽣活資材
・・etc.

使用エリア、
地域対応性
能変化
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事例 ⾬水貯留システム「クロスウェーブ」１

ゲリラ豪⾬対策として、敷地に降った⾬を
一時貯留して徐々に排⽔することにより、
氾濫を防ぐ。貯めた⾬⽔は、公園散⽔やトイ
レ洗浄⽔等に使⽤可能。

クロスウエーブとは・・
⾬⽔を地下の貯⽔槽に貯⽔して、再利⽤⼜は流出抑制する地下貯⽔システムの貯留材

波形の成型品を
90度づつ⽅向を
変えながら積層

95％の空間率

コンクリート式貯⽔槽に比べると
・短工期、低コストで施工可能
・CO2排出低減にも貢献

（再生プラスチック使⽤）

ＰＰの
射出成型品
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＜気候変動リスクを管理していくためには＞
企業リスクと気候変動リスクの相関を考え、
リスクの変化を⾒極め、⾒直す必要がある。

＜リスクを軽減し、チャンスへと変えるには＞
気候変動が環境・社会・経済に及ぼす変化に対する

･ 的確な現状把握が必要
･ 中⻑期予測の目が必要

＜気候変動に対する適応策を⽴案、実⾏するには＞
・環境・社会・経済の課題の考慮要
・課題、解決に関わる事業、団体、企業の連携が重要

今後

「融合 －Fusion－」による加速




